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敬愛大学・短期大学新１号館　　完成
グローバル時代こそ「敬天愛人」の理念を

学校法人千葉敬愛学園
理事長　三幣　利夫

　設計コンセプト　外観モチーフは「青空に浮かぶ雲」
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建物西、南双方から手元に向かう建て方工　事　概　要

（７） （第３種郵便物認可）２０２４年　（令和６年）　４月１６日　（火曜日）
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　千葉敬愛学園は、（大正）年現在の千葉敬愛高等学校の前身となる関東中学の開校に
始まり、（令和８）年に創立周年を迎えます。学園は、この間、地域と共に歩む教育
機関として、敬愛短期大学（年４月に千葉敬愛短期大学から名称変更）、敬愛大学、敬愛
学園高等学校、附属幼稚園を設置し今日に至りました。本学園は、創立周年を控えて発祥
の地となる稲毛キャンパスの整備を行い、「文教の街づくり」の一端を担いつつ、次の年
に向けて教育内容も充実させて人材育成に努めて参ります。
　今般完成した「新１号館」は、この整備計画の中核であり、佐倉市に所在していた短期大学
を移転し稲毛に集約します。敷地を有効活用するには高層化が必須となるため、建物の高さ制
限の緩和に関する千葉市のご理解とご指導を頂くなど、多数の関係者からのご協力に対し御礼
申し上げます。新校舎の外観は、青い空に浮かぶ白い雲をイメージしたデザインとなっており、
内部は明るく開放的で、何処でもＩＣＴ機器を駆使できる空間や、絵本の読み聞かせを行う
「えほんのもり」コーナーを設けるなど特色があります。
　本学園の建学の精神は、西郷隆盛（南洲）の座右の銘である「敬天愛人」ですが、年以
上経過した現在もその理念は揺るぎません。グローバル化が進み変化の速く激しい社会であっ
ても大事な理念として「敬天愛人」のもとで、新校舎にて人材育成に努めて参ります。
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　本施設は敬愛大学・敬愛短期大学のキャンパス再編に伴い整備された新校舎である。
　ファサードは学園の建学の精神である「敬天愛人」を想起させる「青空に浮かぶ雲」をモチー
フにデザインした。外装はアルミカットパネルとガラスサッシで構成。外壁に空や周囲の風景
を映り込ませ、地域に溶け込みながら大学のビジョンを発信する、新たなランドマークを目指
した。
　ファサードの「白い雲」は形を変えながら、内部ではベンチやカウンター、書架といった様々
な機能に変化し、学生の主体的な学びや交流・活動を外部に表出させる仕掛けとなっている。
　低層部は地域の方にも利用いただけるラーニングホールやえほんのもり、図書館、食堂で構
成し、街の賑わいや居心地の良さにつながる機能を配置した。
　教室はガラス間仕切で構成し、学部や学科を越えた学びの「見える化」を図っている。また
各階に発表や交流等に利用できるクリエイティブラウンジを配置した。
　各教室は自然採光や、階段室を利用した重力換気による自然通風が可能な計画とした。また
天井付近に配置された「白い雲」はライトシェルフとしても機能しており、環境技術とファサー
ドデザインが一体化した施設となっている。
　学生が日常的に学びを身近に感じ、その学びが連鎖、そして様々な交流につながる環境づく
りを目指した。この新校舎を通じ、より多様で学びにあふれる学生生活を過ごしてくれること
を期待している。

　株式会社石本建築事務所　設計部門　建築グループ次長　苗村武志
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■工　事　名　称：（仮称）敬愛大学・敬愛短期大学　新棟新築工事
■発　注　者：学校法人千葉敬愛学園
■設計・監理：株式会社石本建築事務所
■施　工　者：大成建設株式会社千葉支店
■計　画　地：千葉市稲毛区穴川１－５－
■敷　地　面　積：，．㎡
■構造・階数：Ｓ造地下１階地上９階建て塔屋１階
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■工　　　期：年１月～年２月
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シンプルな印象ながら凝った壁面が特徴

２階　メディアセンター（図書館） ３階　食堂


